




　小児期の尿路感染症では基盤に膀胱内逆流や水腎症をほじめ多くの先天性の

異常を有する率が高く,膀胱炎の存在は,尿管開口部の炎症の為の膀胱尿管逆流

を発来せしめて上部尿路の感染にいたる事も知られている。これらの患者の管

理は,経過が慢性であり腎機能低下もなければ外来で管理する事が望ましい。

外来で診断,治療,管理を行う際には,検尿での蛋白尿,白血球尿の有無は必ずし

も細菌尿の存在に連らならない。


